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はじめに

血相説 (1759-1789) は、 朝鮮朝 1 8 世紀後半期、門下地方で活躍した朱子学者
の一人である。 だが天止したこともあって、 『学生纂要』や r心計環録\sim など、 多
方面の業績があったにもかかわらず、 かれに注目する者はほとんどなかった。血相
説の再発見者、 安東大学の安乗悉先生が「忘れられた思想家」 とよぶのも、 無理か
らぬところであろう。

斐相説については先行研究はほとんどなく、 わずかに安乗悉先生に『四書畑鼠』
と『道学上図 $\text{』}$ にかんする研究、 安大玉氏に木製渾天儀の調査があるのみである。
本稿では、 両氏とは視点をかえて、 凶相説の小学教科書『書計環録 $\text{』}$ の分析をとお
して、 その初等教育面を探ってみたい。

斐相説小伝
斐同説は、 字を良弼、 号を椀潭という。興海の人。家系は、 黄海観察使の斐三益
(1534-1588. 字は汝友, 号は臨淵斎) の弟、 将仕郎の斐三面 (1537-1600. 字は

汝勇) の七代の子孫。斐三益兄弟はともに李退渓の門人、 三近は退潮の姪の婿に
なったともいう (『退渓全書』陶山仏門諸賢回心五続録) $\text{。}$ だが斐三益兄弟以後、

官途に就いた者はない。典型的な没落両班である。
斐相説は皇宗三五年 (1759) 12月 25出安東鬼歯城県留西里に斐 eの次男として

生まれた。母は安東の権島島の女。兄弟は三人、長男は相続といい、三男は夫虚し

た。 祖父の専行睦は「年わずか二十七でなくなり」 $\text{、}$ 「そのとき家君 (斐絹) はわ

ずか五歳」 だったという (斐相惚祭文)
$\text{。}$

「甫めて童に成るや (15歳)
$\text{、}$ 『易学啓蒙』『律呂新書』などに丁丁し、 遂には

象数学に汎濫し、 碓乾として畢生の力をつくし、殆ど寝食を忘れた」 $\text{、}$ 「志学の初

眼目は、 まず陰陽家に開かれた。夜は乾象を観、 昼は句股を布き、 それによって星

辰を弁じ山川を測った。渾天儀を造り日影台を作って、万化を探り門門 (地理) を

窮めた」 (行状)
$\text{。}$ 斐相説の術数学への傾倒は、大約 20歳近くまでつづいたらし

い。

だが庚子 (1780) の年、 「士友の間より、 いわゆる為己の学 (性理学) あるを聞
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き、 また慨然として求道の志をたて、遂に湖上の李象靖先生に拝謁した。李先生は
すこぶる奨許をくわえ、 因って『大学』の精読を勧めた。君はすぐ太白山中に入
り、 幾遍を読恥し、 敢えて一字も放過しなかった。数月ならずして、 先生は没し

た」 $\text{、}$ 「尋思推究し、 夜分も籐ず、 因りて巖俸の症を得た」 (行状)
$\text{。}$ 李象靖

(1710-1781. 字は景文, 号は大山) は、 当時を代表する退渓学派の学者の一人で
ある。

思索説は李早藤に謁後、 性理学に刻塾したが、 己酉 (1789) の年 4月 14出 志半

で没した。 「享年は三十」 である。
著書には『椀潭遺稿』 6巻 (1809刊)

$\text{、}$ 『学庸纂要 $\Delta$ 2 冊 (1882刊)
$\text{、}$ 『書癖写

録 $\mathrm{J}$ 2巻などがある。 「其の中、 『道学六図』 (椀潭遺稿所収) は尤も燦然として

具備する」 という (鄭宗魯墓誌銘)
$\text{。}$

r概計写録』
1. 『書計男呼』の構成
今回分析の際、 底本としたのは、 『韓国科学技術史資料体系』数学篇 (金容雲

編, 羅江出版社, 1985) の第四巻に収められた、 ソウル大学校奎章閣所蔵の『経回
環録』 (のリプリント) である。序章謄本は抄本で、 上下二篇からなっている。撃

墜用聞 (丁卯の歳、 おそらくは 1867) によれば、 奎章閣本は柳昌用の校定本、 ある
いはその流れを汲むテキストということができる。
『書計環録 $\text{』}$ 上下二篇は、 「字学 (言語学) と数学の大要を撮って、綱を立て目

を分け、 簡にして繁を御した」 「書数の指南」 書である (柳昌用序)
$\text{。}$ 現代風に

は、 朝鮮語学と数学にかんする初学者のための教科書といえるであろう。だが同書
上下篇の冒頭には「書計項録上」 または「書計環録下」 につづいてそれぞれ「二郷
再三町君弼輯」 とあり、 それらのことからいって、 『書協環録』が先行書を 「輯」
めてつくられた編纂物であることも間違いない。
初学教科書であるため、 編纂物とはいっても、 出典や引用箇所がほとんど記載さ

れていない。 出典を完全には特定できないところもあるゆえんである。
『書計項録』二篇の構成はおおむねつぎのようになっている。最初は序である。

柳樽用序 (手押) と斐相説自序 (1786) がみえる。 つつく書計環録上篇は、 朝鮮語
学の初歩を説いた概説書である。項目名をあげれば、 (1) 六書総括、 (2) 四声・字五
音法・十四声法・定声方位・弁声要訣・切韻字訣・調声掌訣・字母切韻法、 (3) 洪武
韻字母之図・草字初中十王之図・字母・字子弁・子母類同などという。書計項録下
篇のテーマは算学 (数学) である。大きく (1) 引数総括、 (2) 数本・悪感・数蹟・数
用・散録にわけて、算学の精神とアルゴリズムを説明している。

2. 国語 (字学) –『書計現録』上篇
『累計環録 J 上篇は大きく、 (1) 雑学 (文字学と音韻学) の総論、 (2) 中国音韻学

の概論、 (3) 朝鮮音韻学の概論から構成されている。



2.1 字学総論
まず六書総括一一字学総論であるが、 これは主に朝鮮朝後期の張顕光 (1554-

1637) 『易学図説』巻六類究の書契篇、 および明の胡広等奉勅撰の『性理大全』
(1415) 巻五五の字画篇からの引用をとおして、 中国の文字学と音韻学の歴史とア
ウトラインを説明したものである。 引用文は、 後漢の一読『説文二字』や北宋の郡

$\text{雍}$ $(1011-1077)$ ff皇極経世書\sim などにもとづきながら、 北宋の『大広益会玉肥』
(1013) 序や元の頭越臨『文献通論 $\text{』}$ (1317) 経籍考・小学などから引かれてお
り、 一見多彩ではあるが、 細かにチェックすれば、多くは r易学図説』 と『性理大
全』二書からの孫引きにすぎない。 またその回書の引用率や引用関係からみて、野
相説の心学のフレイムワークを定めたのは、 張温光『易学図説』にみえる易学的な
–

$\overline{\equiv}$語思想といわねばならない。張毫光 (字は徳晦、 号は旅軒) は、 退渓の学統に連

なりながら、栗谷の心気説に賛同したことで名高い性理学者である。
斐相説は『書馬面録』上篇の字学総論を説くにあたって、許慎『説文解字 $A$ に由

来する六書 (象形・会意・転注・処事・仮借・譜声) の説明からはじめている。六

書から心学概論をはじめたことがもつ意味はきわめて大きい。それは六書が朝鮮国
語学の最も根幹を構成すると宣言したことを意味しているからである。 出典は張顕
光 [易学図説』巻六の書契篇。原文は「一日象形。 象物之形作字、 日月之字是也」

云々とあるが、 『説文解字』の「二日象形。象形者、 二成其物、 随体詰訛、 日月是

也」 とは字句をかなり異にしている。六書自体の説明は、朱蕪など性理学者の解釈
にもとつくところが多い。
斐曲説は六書を説明したあと、 郡泉の『皇極経世書 $\text{』}$ にみえる音声 (音韻学) 理

論について論じる。 出典は張顕光『易学図説』巻七の皇極経世書篇。 郡雍の音声理
論は、 112の天声 (小母) と 152の地音 (声母) にもとづいて、 理論的に可能なすべ

ての漢字音を表示している。 「天高歯面一百十二」 (112の韻母) は、 (1) 側頭の關

(開口呼) 翁 (合口呼) と (2) 湖上去入の声調 (四声) の原理にもとづき、 「地特用

音一百五十二」 (152の声母) は、 (1) 声母の清 (無声) 濁 (有声) と (2) 開発収閉

(聾心の 1等. 2等. 3等. 4等に近い) の原理もとついている。
だが郡雍の音声理論によれば、 天声が 112声からなり純音が 152音からなることに
も必然的な理由があり、用数は「みな臨急剛陽各十と太少門前各十二の数にしたが
い、 宛痛心因りながら、交互に唱和して生じた」 ものにすぎない。すなわち、 陽数

と頭数はほんらい 10であり陰数と歯数は 12であるため、 同類の和である太陽少陽太
剛露命の本数と太陰少陰太柔少柔の本数は 40 $(10+10+10+10=40)$ と 48 $(12+$

$12+12+12=48)$ になり、 本数の 4倍にあたる太陽少陽太剛少剛の体数と太陰少陰
太柔少柔の体数は 160 $(40 \mathrm{X}4=160)$ と 192 $(48 \mathrm{X}4=192)$ になる。 また陰陽剛柔

が相互に進退し、太陽少陽太幽晦剛の一宿 (無声無字を含む天声の総数、 10声 $\mathrm{X}16$

類) の内から太陰暦陰面柔少柔の本数 (無声丸字の数) を退けたとき、 「太陽少陽

太剛少剛民用数一 B十二」 が生じ $(160-48=112)$ . 太陰少陰太二丁柔の置数 (無

音無字を含む雨音の総数、 12音 $\cross$ 16類) の内から太陽少陽太剛二二の本数 (無音無
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字の数) を退けたとき、 「太陰少陰太柔少柔之用数一百五十二」が生じる (192-

$40=152)$
$\text{。}$ それゆえ太陽少陽太剛少剛の用数が「天副用声」 を象徴し、 太陰少卜

書軍側柔の常数が「地響用音」 を象徴するのは当然である、云々という (忘物篇六

十一)
$\text{。}$ 郡雍の音声理論は改めてのべるまでもなく、 きわめて術数的である。

斐相中は六書と郡雍の音声学の原理をのべおわると、 ただちに『易学図説』巻六
書契篇の書契通於易之図を引いて、 朝鮮国語学が則るべき基本精神ないし大概念を
のべる。 書契の 「画と字は、 易の画と卦にもとつく。字にはまた、 理・数・象・声
音がある」がそれである。 この文章は一面、斐相説の国語観をよく示している。性
理学的な易理念のもと、 朝鮮国語学を構築すべしというのが、 その意味するところ
である。 また 「声 (韻母) は天に出、 清・濁は陰・陽に生じる。平・上・去・入は
日・月・星・辰に応じ、 乾・免・離・震に属する。音 (声母) は地に出、 闘翁は剛

柔に生じる。 開・発・収・閉は水・火. $\pm\cdot$ 石に応じ、坤・艮・炊・巽に属する」
などは、 郡雍の音声理論をまとめたものであり、斐相説の考える性理学的な易学の
内容を簡潔にのべたものにすぎない。
袈相説は以下、 文字学と音韻学の代表的な言説を列挙し、漢字作成や文字表記、

文字学や音韻理論の歴史やアウトラ
インを説明していく。 引用は大半が
張三光『易学図説』巻六書黒本から
であるが、 張顕光が省略した『性理
大全』巻五五の字学篇の文章を引く
ところもある。元の呉澄の音韻説
(三十六字母) と文字説 (古文・家

書・隷書など)
$\text{、}$ 朱嘉の文字哲学、

宋の鄭樵『通志』六書略の概説 (漢

字作成理論)
$\text{、}$ 『文献通考\sim 経籍考

小学篇の文字学、 『大広益会玉篇』
序の字書学概説などがその主なところである。
斐相舞は六書総括をおえるにあたって、 明の搾取詐の字書『字彙』の等理説と反

切名義を引いている。 だが引かれているのはいずれも音韻学原理だけであり、 具体
的な理論が説かれているわけではない。
22 中国音韻学概論
六書総括の項目につづく四声・字五音法・十四声法・定声方位・弁声要訣・切韻

字彫・調暑寒訣・字母切韻法など第二の部分は、 中国の音韻学、 より具体的には単
音学と等韻学の概要をのべている。
だが中国音韻学の概論とはいっても、音韻学の二大要素の韻母 (母音) と声楽

(子音) のうち、 韻母については、 四声と調声掌訣の二項目が専門的にその声調
(平・上・去・入) を論じるのをのぞいて、韻母の音韻学的な意味を説いた項目が
別個に立てられているわけではない。輝輝にかんする専門的説明がないことは、上
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篇第二部分の著述目的が中国音韻学の全面的な解明にはないことをよく示してい
る。

r書計蹟録』上篇第二部分の執筆目的は、 はたしてどこにあったのであろうか。
わたしのみるところ、 (1) 説明文の大部分が元本『大広益会玉壷\sim の「新編正誤足注
掌篇寝腫指南」から引かれていることや、 (2) 上篇目次の最後に 「玉篇 姑未入」 と

書かれていることなどからいって、第二部分は、 東アジアでひろくつかわれた漢字
字典、 『図面 $\text{』}$ を利用するために必要な基礎知識をあたえるものないし手引き書と
して編まれたとのべることができるであろう。
『望事』は、 梁の顧野三軸の字書。 30巻。 『原本玉顔 $\text{』}$ は収録字数が 16917字。

毎字下に、 まず反切を注し、 つぎに群書の訓詰を引き、 解説はすこぶる詳細であっ
たが、 完本は今日に伝わっていない。斐相説の使用した『大広益会玉篇 $\text{』}$ (現本)

は唐の孫強や宋の陳彰年などの改修をへたものであり、収字は増えているが逆に注
は簡略になっている。
『書計瑛録』上篇第二部分に収められた項目の内容はおおむね、以下のとおりで

ある。 まず最初の項目の四声であるが、韻母の声調 (平・上・去・入) の解説であ
り、 「一平声、 哀而安。二上声、 属而挙。三去声、 清而遠。 四入声、 直而促」 など
という。 上文の出典は『大広立会玉名 $\text{』}$ であるが、 その説明 「歌日」 (一字下げ)

は出典がよくわからない。つぎの字五音法は庶母の調音部位を分析したものであ
り、 声母を唇声・舌声・歯応・牙声・喉声の五つにわけている。 出典は同じく 『大
広面会玉篇』である。
十四声法と弁声要訣は、韻母・声風を一律に 14音あるいは 16音に区分している。

十四声法 (14音) は開口・合口・蹴口・撮唇・開唇・随鼻・舌根・蹴舌下巻・重
心・歯・牙・鰐・喉・牙歯にわけ、弁声要訣は玉上・舌頭・撮唇・温感・開唇・斉
歯・正歯・穿牙・引喉・随鼻・上歯・平館・出血・送気・合口・口開の 16音にわけ
ている。 十四声法の出典は『大広益豊玉篇』、島回要訣の出典はいまだ詳らかでな
い。

切韻定立と字母切韻法は中国音の声母の構造を説いたもので、 いずれも『大広益
会乱暴』からの引用である。 切韻字訣は中国式子音の音声記号、 三十六字母の前身
を説き、 字母切韻法はその三十六字母のシステムを説明している。たとえば見母
は、 k-の子音を示している。三十六字母は宋代の等韻学がはじめて使用したといわ
れている。

23 朝鮮音韻学概論
『主計環録] 上篇の第三部分は、 (1) 上篇目次に 「韻彙 (三韻山彙) 姑国入」 と

あることや、 (2)自序に字学の「若干の条著は専らこの篇 (韻彙) をもって拠とな

す」 とみえることなどからいって、朝鮮朝でつかわれた漢心字典 r三 声彙』を利

用するための手引き書であり、その増補修正ないし補完をもくろんだものであるこ
とは間違いない。
『三富盛砂』は、 洪啓禧 (1703-1771) の編纂 (1751) になる韻書である。 たと



$\epsilon$

えぱ「東韻」 に属する $\lceil_{\hat{\mathrm{o}}\rfloor}^{\neg}$ (kong) には
「公」 「工」 「功」 などが列挙され、 同じく

$\text{「}=\circ\text{」}$ (dong)には 「東」 「凍」 などが列挙さ
れている。 これは平水韻 ( $-\mathrm{O}$六韻) の順に
漢字の朝鮮音を示したものであり、 「東韻」
の「公」 字は $\mathrm{B}\circ$ と読むことほかをあらわして
いる。『三韻声 a は韻書であるが、朝鮮漢
字音を示したことにくわえて特詑すべき特徴
がもう一つある。韻書にくわえて『玉篇』 も

補録しており、 字書としても使用可能なよう
になっていることである。

『書計裟録\sim 上篇第三部分の最初に引かれ
るのは、 洪武韻字母之図と諺字初中終声之図
である。 出典は『三韻声彙\sim 。洪武韻字母之
図は、 ハングルによって三十六字母の朝鮮音
を示したものである。調音部位 (牙・舌.

唇・歯・喉) と調音方法 (清・濁) を示しながら朝鮮音 (訓民正音) の声母の発音
をあらわしている。説明には「見字 (三十六字母の一つ) の音の $\mathrm{B}arrow$ (kyeon) を

才・日と目と日ほか) の漢字を対比して字母の分析と似たことを行っている。
2.4 初等国語教科書
以上が『書計環録』上篇の内容の概略である。 『書計項録 $\text{』}$ 上篇は、 総じて『三

田声彙』 (『玉篇』 を含む) の有効利用を目的とした朝鮮国語学 (字学) 概論の性
格がきわめて強く、 国語学の基礎を初学者 (や中級者) に教える国語教科書とし



て、 多くの領域にわたって必要不可欠な基礎知識をあたえており、 高く評価するこ
とができる。

だが音韻学理論の全貌を示さず、個別的な議論に終始するところも多く、音韻学
概論としては不十分である。また論じられた内容には高度すぎるところもあり、 教
師の指導がなければ初学者が内容を正確に理解するのは難しく、初等教科書として
は中途半端の憾みなしとはしない。

3. 算学一『書計謀録』下篇
『書計環録 1 下篇は大きく、 (1) 東アジア数学総説 (九数総括) と、 (2)各種アルゴ

リズムの紹介 (数本・画具・数蹟・数歯・出好) からなっている。

3.1 九数総括
数学総説は、主に張霊光の『易学図説』倉皇の算数篇と崔錫鼎の数学書『九数

略』にもとづきながら、東アジア数学の精神とアウトラインを説明したものであ
る。 項目名を九数総括という。 九数総括は字義どおり、 六芸の九数 (方田・粟布.

衰分・小広・商功・均輸・盈胴・方程・句股) の説明からはじまっている。

『蛸壷』によれば、 叙官の良説は国子の教育を掌り、 「六芸」 を教えた。 六芸と

は、 (1)五礼、 (2)六楽、 (3)五射、 (4)五駅、 (5)六書、 (6)九数のこと。 だが六芸の九三
がなにをさすかについては、古来さまざまな解釈があり、 一致をみなかったが、
『九章算術』以降、 九章の虚名によって九数を定義すること、すなわち九数とは、
章名兼アルゴリズ $\text{ム}$名の方田・粟布 (粟米) . 衰分 (差分) . 少広・商功・均輸.
盈胸 (盈不足) . 方程・句股のこととするのが一般的になっていく。 これはただち
に『九章算術』劉徽注の解釈「周面、 礼を制して九字あり。九数の流、 則ち九章こ
れなり」 にしたがうものにほかならない。斐相説の九数説は張青光『易学図説』二
六の算数篇にもとづいているが、張顕光や斐臆説の解釈もむろん、劉徽と基本的に
同じである。
嚢細説は張顕爵の九数解釈を引いたあと、 崔錫鼎の『九数略』にもとづいて並数
と諸アルゴリズムの対応関係をのべる。 すなわち、方田は異乗同乗・総乗のことで
あり、 粟布は異除同除・総除、 衰分は差分・子母心心、少広は開方・方面、商議は

異乗同除・心象、 均輸は同乗異除・準除、盈腋は盈不足・盈虚蜜語、 方程は方程正
負・正負較除、 句股は望海島術・句股霜除に等しい、 などという。
崔五鼎 (1645-1715) は、 粛宗期 (1675-1720) の代表的な政治家二二学者。 初

名を錫万、 字を汝和、号を明谷または存窩という。全州の人。仁祖期の大政治家の

崔鳴吉 (1586-1647) の孫でもある。 顕宗一二年 (1671) . 血忌文科に丙科で及
第。 替蓋二三年 (1697)

$\text{、}$ 右議政になり、 以後要職を歴任し、 二七年 (1701)
$\text{、}$ 最

高位の領議政にのぼる。老論と少論の党争中、 少論の領袖として前後 8 回も領議政
をつとめた。.四一年 (1715)

$\text{、}$ 逝去。著作は多く、 『明谷集 $\text{』}$ 『左氏輯選』『韻会

箋要 $\Delta$ 『典録血餅』『表記類編』『九数略』ほかがある。

『有数略 $\text{』}$ は, 崔錫鼎が著した数学書。内容自体は伝統の実用算術のレベルを超



8

えていないけれども、 きわめて個性的であり、その数学
書としての最大の特徴は形而上学的な易学思想 (四年)

をもって、 朝鮮の計算術と実用数学の構造を理論的に位
置づけるところにある。すなわち、 崔錫鼎は東アジアの
伝統算術のすべてを同じ 4項形式に整理し, 同じ一図を
えがき, 日・月・星・辰の 4項の表記法によってアルゴ
リズ\Delta を説明するが、 その日・月・星・辰はそれぞれ四
象 (太陽・太陰・野州・少陰) を象徴している。

たとえば正比例の 「三乗」 術は、 正比例 $\mathrm{C}$ : $\mathrm{a}=\mathrm{x}$ :
$\mathrm{b}$の関係から、辰の未知数を辰四率 $=$月二率 $\rangle\zeta$星三率 $\ovalbox{\tt\small REJECT}$

日一八と計算する。 また反比例の 「童謡」術は, 辰四率 $=$ 日一率 $\mathrm{X}$ 月二率\div 星三率

として辰の未知数を算出する。 だが日月星辰の 4項に整理して演算を説明するの
は、 比例題にたいしてだけではない。既知数と未知数の総数が 4値より少ない加.

減・乗・除の演算についても、 計算には必要のないダミーの日一率 $\mathrm{a}=1$ を設けて

4項に増やし、 各数の関係を解き明かす。 また既知数と未知数の総数が 4値をこえ
る比例分醜題や級数の求和題・過不足算・連立 1 次方程式の解法などについても、
各項に複数配当して同じ形式に整理し解法の説明
を行った。 だが 4項形式を基本的構造とした四象
算学には、 西欧伝来の直訴法 (rule of three) の

影響があるといわねばならない。
斐相説は九数についてのべおわるや、 ただちに

算学の源はなにかを問題にし、 張顕光の学説を引
いて「易は数の原なり」 $\text{、}$ 「算法は多しと錐も、
乗・除の両端を出でず。乗・除は即ち易の生・品
数なり」 と断ずる。 また『周易』繋辞直伝の 「易
に太極あり、 これ両儀を生ず。両儀、 四象を生
じ、 四象、 八卦を生ず」 と説卦伝の「天を参し地
を両して数を溢す」 $\text{、}$ および郡雍『皇極経世書』
観物外篇の 「太一は数の始なり、 太極は道の極な
り」 「大衛の数 (50)

$\text{、}$ それ算法の原か」 にのっ
とって、 卦数図をえがき、 易が数学の原であるこ
とを明らかにしている。斐相説の論理はきわめて
術数的である。なお卦数図では、歩脚の乾卦に一
を配当し、 除の免卦に九を配当しているが、 これ

は筆写時の誤記であり、正しくは乾九、四一としなければならない。事実、 『慰籍
遺稿』巻四の則河図画八卦之図は下野図と構造を等しくし、 そこでは乾九、 免一の
ように配当されている。
また『漢書』律暦志の団歌の三統説にもとつく、崔半切『九数的 J 数名と数器の



説を引いて、 「数は律 (黄鐘の律) に生ず」 とものべている。

3.2 初等算術一覧
九数総括につづいては、 数本・数具・数蹟・数用・散録などの項目がみえるが、

扱われているのはハイレベルのアルゴリズムではなく、東アジア伝統算学 (算数レ

ベル) のそれにすぎない。
3.2.1 数本
まず最初の項目の数本であるが、小数記数法と大数記数法からはじまっている。

- $\cdot$ 十・百・千・万の正数にたいして、 一以下を分・麓. $\ovalbox{\tt\small REJECT}$ . 綜・忽・微・繊とい
い、 万以上を億・兆・京・咳..... 正・載という。ただ注意すべきは、億は万万

$(10^{\mathrm{s}})$ . 兆は万万億 (1016) と位取りがあがっており、われわれの用法と同じでは

ない。

記数法につづいては度量衡ほかの単位が記され、 声言 (算木) の布算法が紹介さ
れる。斐相説当時 (18世紀末)

$\text{、}$ 中国や日本ではもはや一算 (算簿による数学) は

行われておらず、 簿算書の執筆は東アジア全体からみれば、むしろ特異な試みに属
し、 朝鮮文化の独自性を示す事象の一つというべきであろう。なお出典は記数法も
ふくめて、 おおむね『算学啓蒙』総括からとられている。

3.2.2 数具
第二の項目は数具という。玉具は大きく明乗除開方と治子母下葉の二項にわか

れ、 明乗除開方がまた乗と除と開方にわかれている。 明
乗除開方は乗 . 除, 開方に分属された諸アルゴリズムの

$ji!$

$\iota_{}|.[\}\hat{\mathrm{f}}’\dot{|||}\mathrm{O}\mathrm{i}|\mathrm{i}jO\mathrm{i}J\acute{\mathrm{C}}_{1}^{1}\mathrm{i}‘\iota|$

リ、乗法の諸アルゴリズムのうち、 「歩乗」 は「因」
三

$\{\dot{},|$

$\text{特_{}8fl\text{乗}\ovalbox{\tt\small REJECT} \text{開方の乗}l_{\mathrm{u}}^{}\mathrm{k}^{1}\mathrm{A}3\text{て}l\mathrm{h}_{\text{、}斐}\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT}\ovalbox{\tt\small REJECT} \text{の_{}\tau}\mathrm{P}_{0\mathrm{f}\mathrm{l}\mathrm{f}\mathrm{l}}^{\frac{-}{\overline{\overline{\beta}}}\Delta}l\mathrm{h}^{\mathrm{B}}\mathrm{f}\mathrm{l}\text{確^{}\mathrm{s}}T^{\text{、}}\mathfrak{B}}^{j}$

「 $\not\supset\Pi\text{」}\mathrm{r}\text{乗}$」

$-\ovalbox{\tt\small REJECT} \text{と}\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{B}\text{互関}\mathrm{f}\mathrm{f}_{\text{、}を^{}\mathrm{B}}\mathrm{f}\mathrm{l}\grave{\mathrm{b}}\mathrm{B}^{5}1_{\tilde{\mathrm{c}}}\llcorner_{\text{、}}\grave{\mathrm{y}}_{\mathrm{D}}^{\Delta}\text{子母}\ovalbox{\tt\small REJECT}^{J}\Lambda l\mathrm{h}\text{分数_{}\overline{\overline{\mathrm{Q}}}}^{=}+\text{算を}\prime\text{、}arrow^{\grave{\backslash }}-\{\not\equiv \text{を兼}ff3\text{ると主}\mathrm{a}\mathrm{e}\mathrm{L},\text{て}\mathrm{A}_{1}\text{る_{。}歩乗と}\iota\mathrm{h}\underline{=}\overline{-}\backslash$

$|_{1}^{\underline{\underline{-\dot{\mathrm{L}}}}}’-\pi_{\mathrm{I}}|P|\underline{\iota^{B}\prime+}|\neg^{r_{\underline{\backslash }}}j\grave{j}$

$!j.\tilde{\prime}-\mathrm{A}|\mathrm{i}$

’

治めている。
の乗においては、盛相説の結論は明確であ

$l.¡ \mathrm{E}\{||\mathrm{t}$

.

格算のこと。計算法は「上に霊智を列し、 下に法数を列
す。 元法相乗じ、 中積実数なり。先に末位より起す」 $\text{。}$ 右図は歩乗法によって 300 $\mathrm{X}$

$16=4800$を計算したものである。 一方、 因とは因法のこと。法数が単位数のとき、

使用する。一位の省略算である。 加とは身外加法のこと。法数の首位が 1 のとき、
もちいる。 これも一位算である。乗とは鴨頭乗法のこと。最初に法数の次位以下の

数を掛け、 つぎに首位を掛ける。 これまた一位算。歩乗法は最も基本的な乗法であ
るため、 因法と比感加法と留頭乗法の三法を兼ねることができるというのである。
なお斐評説は乗法を論じるとき、 あわせて九九口訣 (九九表) も紹介しているが、

九九八十一にはじまって一–一におわり、元以降 (『算学啓蒙 $\Delta$ など) の一一如

$-\text{、}$ 一二如二、 $\ldots\ldots\text{、}$ 八九七十二、 九九八十一とはまさに逆の順序を採用してい
る。

明乗除開方の除においては、 斐相説は乗法と同じく、 「歩除」 が「商除」 「帰」

「減」 三法を兼ねると主張する。雨除とは帰除法のこと。帰除法は本来、 一位算で
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あるが、 すこし修正し、 二位 (二格) で計算する。計算法は「上に実数を列し、 下
に法数を列す。法実相準じ、 左より手数 (商) を出だす」 $\text{。}$ 九帰口訣を利用すると

ころに特徴がある。上図の下旧格をつかって、 $4800\div 16=800$の歩除法を説明すれ

ば一 $-_{\mathrm{o}}$ まず九帰口訣の 「見一進成十」 を三度唱え (逢三進三十)
$\text{、}$ 実の四八 OO

の三千を万位に移し、 3 一八 $\mathrm{O}\mathrm{O}$ とする。 仮商の 3 を法認の六と卜し、 九九口訣の
「三六一+八」 を唱え、 過位から一を除き、 爵位から八を除く。実は尽きて、 商 300
がさだまる。 一方、 商除は歩除法にたいして、 三格算。 中に実数、 下に法数を列
し、 垂耳をもとめる。歩乗の還原算で、 r九章算術 $\mathrm{S}$ 以来連綿とつづく除の正術
(基本算法) を意味している。帰とは九重法のこと。 因法の還原算。減とは身外減
法のこと。身外加法の還原算である。 『九数略』は「商除一法は、 帰減除三法を兼
ぬ」 というが、 これが東アジア伝統算学の一般的理解にほかならない。 帰除法は省
略計算にすぎず、 帰除法を行うには、 あらかじめ九帰口訣を記憶しなければならな
い。 「歩除が商除帰減三法を兼ぬ」 とするのは、 並製説独自の説である。
明乗除開方の開方においては、 斐秘説は開平方・開立方 (出典未詳) と開帯従方

(楊輝『田畝比類乗除漁法 J 巻下の引く劉益『議古根源\sim ) 各 1 題を引用してい
る。 添乗開方法には言及がなく、 論述は初歩的なレベルに止まっている。
斐相説は乗・除・開方のアルゴリズ $\text{ム}$をのべたあと、 種々雑多な分数計算を例示

する。 出典は『九数略\sim 之分約法。最初に分数呼称法の命分を説き、 以下 ‘ 約分.
通分・課分 (多寡の比較) . 合分 (足し算) . 析分 (掛け算) . 加

は、 ユークリッド互除法の言及もある。諸分につづいては通間の一
分減分・選分・除分の順に、 $ffi\mathrm{J}\text{題}$をあげながら $\mathrm{a}\underline{-\sim}$ Bflする。 約分に

$!!\mathrm{x}..|,$
$\Phi J\backslash \{p.i\underline{\sim}|-\wedge\wedge\wedge\ovalbox{\tt\small REJECT}$

.

項があり、 分数計算の応用題をあつかっている。通間の数学問題は
{

$|1p_{\mathrm{i}}^{1}$ 六.$\cdot$

.$\cdot$

「崔明谷 (拳固鼎) の単数略に出る」 が、 『九数略』の算題には
『同文算指』前編を引いたところもあり、 ヨーロッパの数学の影響 ,’

$B.|...\phi"\hslash’\xi.|rightarrow--,?\gamma_{\partial}$

;

をうかがうことができる。事実、 『書計環録』 「 $\blacksquare$国計日以九十六
刻」 は『九数略』通間の 「西洋計日以九十六刻」 の字句を書き改め

四 $|.\cdot-$ . $-’|$

たものにすぎない。 $\blacksquare$は墨で塗りつぶしたところである。

論 j (Epitome arithmeticae $\mathrm{p}\mathrm{r}\mathrm{a}\mathrm{c}\mathfrak{k}\mathrm{i}\mathrm{c}\mathrm{a}\mathrm{e}_{\text{、}}$ 1585) を翻訳した数学書
であるが、 西洋新法を演じて「以て (中国の) 僅俗を通じ」 る一
方、 「九章を問写して補綴し」 ており (磯之藻序)

$\backslash$ 西洋の算題ば3.2.\Gamma 3同 XHg
PB』は利璃實授・李之藻演。 クラビウス『実用算術概

$. \cdot|\int,\cdot.\cdot.\cdot\downarrow.arrow\dot{\mathrm{t}}\iota_{!_{\mathfrak{l}}}.,.‘.\cdot’||\ovalbox{\tt\small REJECT}’\text{、}\oplus_{1}1^{f}aey\backslash ->\dot{\mathrm{m}}.\cdot t\mathrm{b}J\backslash .\cdot f..f_{\overline{\backslash }}\mathrm{X}^{\iota}..\cdot \mathrm{a}_{\mathrm{L}}.\cdot\hat{\hat{.}}arrow\wedge\underline{\sim}’.\ovalbox{\tt\small REJECT} X\mathrm{R}\hat{\not\in.}..\cdot.\ovalbox{\tt\small REJECT}$

かりでなく、 中国の伝統算学書からの引用題も収めている。

第三の項目は数蹟といい、主に等差数列 (超逓) と等比数列 (加

倍) をあつかっている。超 n逓加法とは公差が nの等差数列を意味
し、 加 n倍法とは公比力$[searrow]^{\mathrm{r}}\mathrm{n}+1$の等比数列を意味している。

$J\backslash |$

は 3f\breve ^‘X‘\hslash 3Y‘、F\emptyset m lx\iota *-$\hat{\mathrm{a}}\mathrm{A}\vec{\mathrm{n}}\mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{l}\mathrm{b}^{\backslash }\backslash \dot{\mathrm{b}}\text{れるの}l\mathrm{h}_{\text{、}}\ovalbox{\tt\small REJECT} \text{方}\ovalbox{\tt\small REJECT}^{-}T^{\text{、、}ある_{。}}\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{l}\text{のよ}\check{\supset}l_{-\text{、}^{}\prime}‘\backslash \mathrm{f}\mathrm{f}\mathrm{i}\text{書陳^{}-}T^{\text{、}\backslash }\text{ある}\mathrm{B}\grave{1^{\text{、}}_{、}斐}\ovalbox{\tt\small REJECT} \mathrm{B}^{-}\Rightarrow\Re l\mathrm{h}\text{ま}ffffi\text{書}\iota|arrow \mathfrak{B}^{\iota_{\supset}^{\vee}}-\partial\supset \text{れる}1\mathrm{B}^{\mathrm{a}}\check{\mathrm{b}}9$

$\}_{..\cdot\S \mathrm{X}},.\cdot\downarrow||’.\cdot\ovalbox{\tt\small REJECT}_{i}.l‘...\cdot \mathrm{a}\mathrm{e}_{1}’.\cdot\not\subset’||$



の数列を分析し、 1 と 9 $\text{、}$ 2 と $8_{\text{、}}$ 3 と 7 $\text{、}$ 4 と 6 の和がそれぞれ 10になることを
指摘する。 つぎに右の上図のように 1 から 9 を 3 $\mathrm{X}3$にならべる (順排三行)

$\text{。}$ その

とき上述の性質によって、第 2行と第 2列と両対角線の和はすべて 15である。 反時
計方向に 45度回転 (陽昔昔正) して、 細図がえられる。ふたたび中図の四正すなわ
ち 1 と 9, 3 と 7 を交換 (四正対易) して、 下図すなわち 「縦横十五」 の 3 次の方
陣が完成する。
斐相説は洛書につづいて洛書四四図・河図四五図・範数用五図・重儀用六図・洛
書五九図・候策用瀬図などを楊輝『続古摘奇算法』上巻から引いているが、洛書四
四図が$4\mathrm{X}4$の方陣であるのをのぞいて、 のこりは広義の魔方陣に属する算図であ
る。

卿相説は数列を論じるに先んじて、 方陣以外にも、 『九数略』乗除別法と『続古
摘奇算法』上巻の大幻術を引用している。 乗除別法は乗法と除法の捷術のことであ
り、 式 ab $=(10-\mathrm{a})$ (10-b)+l0(a+b-l0)や $\mathrm{a}\mathrm{b}=10\mathrm{a}-(10-\mathrm{b})\mathrm{a}$ を利用して計算の簡略
化をはかったものということができる。 一方、 大彷術は連立一次合同式 $\mathrm{x}\equiv \mathrm{r}_{1}(\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d}$

$3)\equiv \mathrm{r}_{2}(\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} 5)\equiv \mathrm{r}_{3}(\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} 7)$などの解法のことであるが、 与えられたのは用数 70.

21 $\cdot 15_{\backslash }$ すなわち解答 $\dot{\mathrm{x}}\equiv 70\mathrm{r}_{1}+21\mathrm{r}_{2}+15\mathrm{r}_{3}(\mathrm{m}\mathrm{o}\mathrm{d} 105)$ のみであり、理論について

はまったく言及がない。
等差数列 (逓弓術) については、血相説は相当なページ (14ページ) をさいてそ

の理論を説明する。 出典は『九数遍』逓乗と『続古摘奇算法』。解説は主として
『九数略』家乗にもとづきながら、算題は『九前略 $\text{』}$ にくわえて『密話忌引算法』
からも引用している。 あたえられた公式には、 初項 a、 公差市こたいして、 第 n項の
$\mathrm{a}_{\mathrm{n}}=\mathrm{a}+(\mathrm{n}-1)\mathrm{d}_{\text{、}}$ 数列の和 (心積) の Sn$=(\mathrm{a}+\mathrm{a}_{\mathrm{n}})\mathrm{n}/2$ などがある。類似題として、

三角果一深 1+3+6+10+ $\cdot$ ..十 n(n十 o/2 $=\mathrm{n}(\mathrm{n}+1)(\mathrm{n}+2)/6$

四角果一探 12+22+32+ $\cdot$ .....+n2=n(n十 D$(\mathrm{n}+1/2)/3$

も考察している。
等比数列 (寒威術) についても、 斐相擁は逓加術と同様に重視している。 加心術

で注意すべきは、 加二倍とは公比が 2 ではなく、 二 $+1=3$ であり、 三厩というに等

しいことである。すなわち、 加二倍の数列とは初項 aにたいして、 $\mathrm{a},$ $3\mathrm{a},$ $9\mathrm{a},$ $27\mathrm{a}$ ,

$\ldots$を意味している。主要な出典は『九数略 $\Delta$ 逓乗と『続古

狸奇算法 $\Delta$

$\text{。}$ 使用された公式には、 初項 a、 公比 rにたいし

て、 第 n項 $\mathrm{a}_{\mathrm{n}}=\mathrm{a}\mathrm{r}^{\mathrm{n}-1_{\text{、}}}$ 数列の和 Sn=a(l-rn)/l-rなどがあ
る。

3.2.4 数用
夏用は大きく、測高遠広深 (測量) と量方円尖直 (平面

と立体の求積) と御比類互換にわかれている。
測高遠広深は項目名の示すごとく、 テーマは三角測量で

ある。 出典は崔玉章『九数略 $\text{』}$ 組討準除。 だが『九数略\sim

は東アジア伝統の『海島算経 $\text{』}$ 『続古出面算法 $\text{』}$ の方法に
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くわえて『同文算指 $\mathrm{J}$ からも測量題を引いており、数学史上きわめて興味深い様相
をみせている。 『同文算指』の測量題は西欧に発し、技法やレベルは伝統の句股術
や重差術と大差ないものの、 独特の風格をもっているからである。たとえば右の儀

器は矩度といわれるが、 実はヨーロッパ伝来の象限儀
ぷ (quadrant) にほかならない。
$\hat{P-}$

’

$\ovalbox{\tt\small REJECT}-$ . $\ovalbox{\tt\small REJECT}_{F\mathit{1}}^{\wedge}$ 量方円尖直は出典未詳。 女方 (平方・立方) . 量円 (円・立
$p_{\backslash }.\mathrm{f}{}_{1}H$

.
$\hat{\overline{\mathrm{a}}},\cdot\not\in \mathrm{A}_{\mathrm{r}}$

円) . 量尖 (三角形・台形・柱体・錐体) . 量直 (長方形・柱
$\Psi^{r}r^{\mathrm{L}}$ . $\hat{\frac{}{\prime.\mathrm{r}_{}}}.d$ 体) にわけて求積法を説明している。襞相説は量円のとき、 「古

$.\mathrm{f}\mathrm{i}_{\backslash }^{R}$ .
. $\cdot$

/
$\cdot$

法円率、 周三径一」 のみをもちいているが、 当時の算学書では古
$\ovalbox{\tt\small REJECT}^{\grave{j}}.\cdot.\backslash \backslash$

$\acute{\prime}/\ovalbox{\tt\small REJECT}_{\backslash }$

.
着にくわえて $\ovalbox{\tt\small REJECT} \text{率}$や密率による計算を併記するのが–ffl的であ

$.\backslash ^{\backslash }\backslash$ ころにあり、 あえて円 $l\mathfrak{F}\mathfrak{F}\pi=3$を採用したと理解すべきであろ
$\rho_{\mathit{6}}$ . $\not\in$ う。
$\varpi^{\mathrm{i}-\underline{\vee}}\overline{!}-$

$..\overline{p}*’\wedge\#\xi\wedge\underline{*}\ovalbox{\tt\small REJECT}^{1}\prime 6^{\cdot}.\ovalbox{\tt\small REJECT}’.$

.

$|.\wedge\nu|.’\{\wedge r$ three) . 同乗異除 (準除、 inverse rule of three) . 差分 (比例

$R$ 御比類互換は相乗 (方田) . 虚心 (粟布) . 沖乗同乗 (総
$\Phi r’\theta$ 乗) , 異除同除 (総除) . 異乗同除 (準乗、 direct rule of

分配) . 開方・盈不足・正負較除 (方程) をあつかっている。

『九数略 $A$ からの引用が多い。正負較除から一 $\text{題}$を例示すれば一 $-_{\mathrm{o}}$

問題は「鼎三舞二は、 共重が一五五両であり、 また鼎四葬五は、 共重が二六五両
である。鼎と舞の重さはそれぞれいくらか」 $\text{。}$ 斐虚説は『九章算術 $\text{』}$ 以来の方程術
にのっとって、 あたえられた数値を行列にならべ、現行の行列計算に酷似した方法
で鼎の三五両と舞の二五両を導きだしている。
3.2.5 手録
選録は上にのべた以外の算法を散録したものであり、 大きく量田・量堆積と造暦

法にわかれている。量田は平面の求積題からなり、 量堆積は立体の求積題である。
出典は未詳。
造暦法は『七政数内篇』の 1 回帰年$=365.2425$日の正確な定数を説きながら、 距

算 (年表) の「発註辰、 距三千六百三十七年」 (B.C.2357) などは『皇極経世書\sim

によっている。 『皇極経世書』の年表は、 1 回帰年 $=360$日とするものにほかならな
い。

3.3 初等数学教科書
『書計環録\sim 下篇は、 東アジア数学の精神と伝統のアルゴリズ\Delta を説いた初学者

向けの算学書であり、初等数学教科書ということができるであろう。執筆の目的は
初学者 (や中級者) の教育にあり、 ただちに社会的な実用をめざしたものではな
い。 基本的な算題を多方面にえらび着実に処理しており、 難問奇問からなる専門書
とは自ずと一線を画している。算題は多く崔錫鼎『九数略 $\sim$ にのっとっているが、

斐相説の教科書には過度に四象を強調する崔錫鼎の治学態度はなく、その点につい
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ては高く評価しなければならない。
だが斐相説の初等算学書は張顕光などの説にしたがって、 易が数学の源などと主

張し、 術数的であり、 数学の位置づけ自体に進歩は認められない。 また算学書たる
ものは、 たとえ初等数学をあつかっても、 構成はかならず数 (現代的な意味の数学

ないし理数) の論理の自然な流出でなければならないが、 『書誤項録』下篇は『九
数略』を改変したものにすぎず、 『九数回』ほどではないにしろ、 依然として数の
哲理分析に偏るところもあり、 やや思弁にすぎ、 あまりに東アジア的であり、 全体
の構成については高い評価を下すことはできない。

朱子学の初等教育論と乱書説の小学教科書
斐相州『書計三略』は既述のごとく、 上篇は初学者向けの国語教科書、 下篇は同
じく数学教科書として編まれたものである。 『書判項録』が初等教科書であるのな
らば、 襲相撃が初等教育のために書籍を編んだ動機はいずこにあり、その初等教育
部はいかなるものであったのか。以下、 その点について考えてみたい。
1. 経書にみえる初等教育......小学
斐相説は書計蹟録序を、 『礼記 $\mathrm{J}$ からの引用をもって書きはじめている。 この序

文は斐相説による『書計項録』編纂の動機と、 その背景を構成する儒学の初等教育
観をよく示しており、その意味で重要である。

礼記に曰く 「十歳になると、 書と計を学ぶ」 と。 書とは六書のこと、計とは九

数のことである。書は自画 (心の外部表現) をみ、 数は物変を尽くす。それゆ

え古人はこのように早くからそれに従事していたのである。だが非才のわたし
のごときは歳はそれを二倍も超えるのに、なおいまだ十歳の学をもマスターし
ていない。その無駄に長い時間を過したという悔い (「芸、 少しも学ばざる」
こと) は、 後から追いかけて取りもどすことなどできようか。
記日、 「十年、 学書計」 $\text{。}$ 書即六書也、 計即興数也。書以観心画、 数賦課物

変。 故古人之早従事如此。而如不俵年間倍十、 治績未学十歳之学。其過時之

悔、 烏早島自問莫。
書肺環録序によれば、斐相説の『書計環録』編纂の動機はいたって個人的であり、
深刻な無学意識と強烈な向学心にあったということができるであろう。
斐総説の自序を読むかぎり、 十歳の学も満足に知らぬという強烈な自己認識にい
たらしめたのは、 『既記 $\text{』}$ 内則篇にみえる 「十年、 学早計」 の一条にほかならな

い。 その一条は「教子の法」すなわち児童少年 (小子) にたいする初等教育一一束

アジアでは「小子の学ぶところの学」 を小学という一一について論じたところにあ
り、 前後の文章を記せば、おおむねつぎのようである。

子供が一人で食事ができるようになると、 右手で食事をするよう教える。言葉
を話すようになると、返事は男は 「唯」 $\text{、}$ 女は 「 $\mathrm{f}\mathrm{i}${」 とするようにさせる。

...六歳になると、 – $\cdot$ 十・百・千・万と東・西・南・北を教える。 七歳になる
と、 男女は席を別にし、食事も共にしない。 ......九歳になると、朔望と干支を
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教える。十歳になると、 寄宿生活をして、 教師に就き、 書と計を学ぶ。 ......十

三歳になると、 音楽を学び、 ......弓矢の射法と馬車の運転を学ぶ。二十歳で冠
礼を行い、 初めて礼を学ぶ。
子能城郭、 教以右手。略言、 男唯女郎。 ......六年、 教之数与方名。 七年、 男女
不同席、 不共食。 $\ldots\ldots$九年、 教之数出 十年、 出盛外傅、 居宿於外、 学加計。
......十有三年、 学楽、 ......試射御。二十病冠、始学校。

斐相楽は『礼記 $\text{』}$ 内則篇の 「十歳になると、 書と計を学ぶ」 をみてショックをうけ
たらしいが、 ただ注意すべきは、斐相盗の解釈は 「十年、 学書計」 の「書」 と

「計」 について、 古注ではなく、新注にしたがっていることである。事実、後漢の
鄭玄注 (古注) はこの条に特別な注釈を施しておらず、 心計とは単に文字を書くこ
とと計算することにすぎないけれども、 元の陳滞『礼記集書』 (新注) は「書謂六

書、 計謂九数」 と注し、 六芸中の六書・九数の学をさすとしており、智計環録序の
それに等しい。なお『礼記話説』の著者、 陳滞は陳大智の子であり、 朱嘉\rightarrow 黄幹\rightarrow

饒魯\rightarrow 陳大面とつづく朱子学の正統に属している。
六芸中の六書・番数の学が何を意味するのかといえば、それは『周礼』無官保氏
の以下の文章をその典拠としている。すなわち、

保氏は、 王悪を礼義で正すことをつかさどる。道をもって国子 (公卿大夫の子

弟) を養い、 しかるのち六芸を教える。六芸とは、 (D五礼、 (2)六楽、 (3)五

射、 (4)五七、 (5)六書、 (6)九数のことである。
保立憲軸上悪。面差国子斜道、 乃教之六芸。一日五礼、二日六出、 三日五射、
四日五駅、 五日六書、 六日頭数。

保氏は諌官でありながら、 同時に小学 (小子の入るところの学校) の教師として国
子の教育にも携わり、 国子に六芸を教えた。その六芸の一つを六書といい、 他の一
つを並数という。 六書は『説文解字』の象形・会意・転注・処事・仮借・譜声をさ
し、 九数は『九章算術\sim の方田・音波・衰分・少広・商功・均輸・血胸・方程・句
誌をさしている。
だが斐相説のように陳溝の新注にしたがって厳密に『心土』内蓋篇の 「書留」 を

六芸の六書・九数と解釈すれば、 「書計」 の内容は、 『説文解字 $\text{』}$ と『九章算術』
のそれを意味するゆえ、古注にくらべて一挙にあがり、 児童の知的レベルを超える
ところも出てこざるをえない。腰挿説が自ら古人の十歳の学にも劣ると嘆いたの
は、 朱子学的な解釈にしたがった結果であり、十歳の児童に『説文解字』 と『九章
算術』の理解をもとめるのは、やはり無理な要求とのべることができるであろう。
古来、 小子教育については多種多様の考えがあり、相矛盾する多くの記録がの
こっている。 たとえば公卿大夫の小子が入学したたとされる小学 (学校) の入学年
齢には、 八歳 (大食礼記・白虎通徳論)

$\text{、}$ 九歳 (頁誼新書)
$\text{、}$ 十三歳 (尚書大伝)

などの説がある。 『尚書大伝 J 評伝の例をあげれば、 つぎのようである。
古の帝王は (文教政策の一 ,

$\mathrm{F}_{\mathrm{R}}$ として)
$\text{、}$ かならず大学と小学を立てた。 王太子

王子紅血の子から公卿大夫元子の台子にいたるまで、十三歳になると、 小学に
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入り、 小節を学び、 小義を実践させた。 また二十歳になると、 大学に入り、大
節を学び、 大義を践ませた。そこで小子たちは小学に入れば、父子の道と長幼
の序を知り、 大学に入れば、 君臣の義と上下の位を知った。
古亀鑑王者、必立大学小学。使王太子王子群后之子、 以至公卿大夫元子之適
子、 昏怠三年、 始入小学、 見小節焉、 践小義焉。 年二十、 入大学、 見大節焉、
践大義焉。故入小学、 知父子仁道長幼之序。 入大学、 知君臣之義上下之位。

なお小学ひいては大学の入学年齢が安定するのは、 朱子学が社会的に権威を獲得し
てからのちのことである。

2. 朱子説の影響
斐相説の書志心止序を分析したとき、朱子学的な見解が見え隠れしていたわけで

あるが、 それは点画説が朱子学者として、朱嘉の初等教育論の深い影響をうけてい
たことを示している。

朱嘉 (1130-1200) が初等教育についておびただしい発言をし、 またその初等教
育論にも多くの先行研究があることは、周知のとおりである。 したがって本稿で
は、 凶相説の小学書編纂にかかわる二点のみに限定して、朱嘉と斐相説の初等教育
論の影響関係について論じてみたい。
最初にとりあげたいのは、東アジアの知識人であれば誰でも一度は目を通したこ
とのある黒熱『大学章句』の自序にみえる一節である。 斐相愛の行状によれば、斐

相説は庚子 (1780) の年、 太白山に入り、 一字一句も忽せにせず『大学 $\text{』}$ の研究に

従事したという。 とすれば、 斐相説が以下の朱烹の大学章句序の一節を精読しな
かったはずはない。

人は八歳になると、 王公以下、 庶人の子弟にいたるまで、 みな小学に入り、 漉

掃 (掃除) 応対進退の節と礼楽射御書数の文を学ぶ。十五歳になると、 天子の
元子衆子から公卿大夫元士の小子は、 庶民の優秀な者とともに大学に入り、 窮
理正心修己治人の道を学ぶ。 これこそ、 学校の教えと大小の節のわかれるとこ
ろである。

人生八歳 則自王公以下, 至於庶人之子弟, 引入小學, 而教之油漉掃虚血進退
之節, 禮樂射御書激之文。及其十薬五年, 則自天子之元子衆子, 以至公卿大夫

元有家適子, 與凡民之俊秀皆入大學, 而教之以窮理正心修己選入杭長。此又學

校之教、 大小之節所以分也。
斐魚腹が『大学章句』を研究したことが確実である以上、朱烹の大学章句序の精読
を通して、 小学の二大科目に、 (1)「漉掃応対進退の節」 -一礼儀作法と (2)「礼楽

射御書数の文」 -一六芸があることを知ったことは間違いない。 このことはただち
に、 斐相説自身が以前に傾倒した術数学が朱子学のなかでは小学に位置づけられる
と知ったことを意味している。朱子学理念の修得に即していえば、 当時すなわち
『書計数録』執筆 (1786) 数年前における斐添字の段階を称して、 『大学章句』の

研究を通して、 小学教科書の編纂を可能にするレベルに到達していた、 あるいは朱
子学的な初等教科書をいっでも編むことができる状態になっていた、 とのべること
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ができるゆえんである。 なお朱子学の権威の確立にともなって、 八歳の小学入学と

十五歳の大学入学が定まっていくといわれるが、その中心的な働きをしたのはほか
ならぬこの『大学章句』 自序の一節である。
斐相説との関係でもう一つとりあげたいのは、朱蕪の
『儀礼経伝通解』である。 朱嘉は晩年、礼制の統合整備
をはかり、 礼を大きく (1) 家礼、 (2) 郷礼、 (3)尊翁、 (4)

邦国礼、 (5) 王朝礼、 (6) 葬礼、 (7) 祭礼に分類し、その七
重のシステムのもと、古来の礼文献を整理した。 また第
三の学礼については、学制・演義・弟子職・少儀・曲
礼・臣礼. $\ovalbox{\tt\small REJECT}’\text{律}$ ・鐘律義・豊楽・礼楽記・書数・学記.
大学・中庸・保島伝・践昨・蘭学の順に関連文献を収集
転写し、 その内容を説明した。
われわれは醜名からいって、 そのなかでも 『儀礼経伝

通解』巻第十五・学礼九の書数第二十六の一篇に注意し
なければならない。 目録はその書数篇が「今欠」 くこと
をのべながら、その内容を以下のごとく紹介している。

古には品数と名づけられた篇はない。 いま案じる
に、 六芸の射については上の郷射篇と下の大射篇に
略意するし、御法については廃れて考えようもな
い。 だが書数については日用のもちうるところでも
あり、 省略することはできない。それゆえ心血『説

文解字』序説と『九章算経』 をとってこの篇をつくり、 その欠を補った。 だが
また内容を完全には明らかにすることはできなかった。
古韻此篇。今按六芸之射、 已略見上郷射直下大副篇。御法則廃不可考契。唯書
数日用所出、 不可不講。故黙許氏説文序説及九章算経為此篇、 以補其欠。然亦
不能詳也。

[儀礼経伝通解』書数篇のばあい、 現本は記述が欠けており、 白紙のページがむな
しくのこされているにすぎない。朱烹やその弟子たちは題目と内容を構想しただけ
であり、 書数については具体的な執筆にはいたっていないと解するべきであろう。
一方、 斐演説は実際に朱墨『儀礼経伝通解』を読んだのであろうか。 この点につ
いては残念ながら正確なことを考証することができない。むしろ一見もしなかった
可能性のほうが高い。だが斐相説が精読した崔錫鼎『九数略』の九章名義の一条に
は、 「朱曾遊『儀礼 (経伝) 通解』書数篇の序にまた、 『九章算経』に採取すとい
う」 とあり、 『儀礼経伝通解』書跡篇の構成に言及があることからいって、斐相説
は機数篇が『説文解字』 と『九章算術\sim から編まれようとしていたことについて、
一定の理解をもっていたと推定することができる。
斐相説は『楽歳 $\text{』}$ 細則篇の 「書計」 に啓発をうけて、 『書計環録』 と命名した
「密計」 の二字をもちいる初学者向けの国語・数学教科書を書きあげたわけである
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が、 その際、 朱嘉の『大学章句 $\sim$ 自序にみえる 「小学」観と『儀礼経伝通解』書数
篇の書数合論の構成も、 斐相説に朱子学的な国語と数学を併論する初等教科書すな
わち小学 (国語・数学) 教科書を編纂する着想ないし勇気をあたえ、 『説文解字』
と『九章算術\sim にもとつく自己の企画に自信を深めさせた、 わたしにはそう思えて
ならない。確実な証拠はないが、 『大学章句』研究による小学的六芸観の獲得と
『九数略 $\Delta$ 研究による『儀礼経伝通解』書面篇の知識がそれをもたらしたとわたし
は考えている。
3. 斐相説の小学 (国語・数学) 教科書
斐相輪の『書痴謝儀』は幾度ものべたごとく、 きわめて朱子学的な色彩が濃厚な

小学 (国語・数学) 教科書である。最後に『書面環録』中、 厳然として朱子学の影
響下にある個所を指摘してそれがどのように朱子学と関連するかをのべ、 それを
もって斐相盛の小学教科書の分析をおえたい。
まず自序であるが、 自序の冒頭部分は短いながらも、朱子学に則ることを天下に

明言した文章として、その価値は少なくない。煩を厭わず再録すれば、 つぎのよう
である。

記に曰く 「十年、 書計を学ぶ」 と。 書は即ち六書なり、 計は即ち九数なり。
書は以て心画を観、数は以て嘉島を尽くす。

なお現代語訳については、本章 1 節を参照されたい。
密計項録自序は『自記] 内則篇にみえる 「書計」 を、 六芸中の六書・九数と解釈
しているが、 そのような解釈は朱子学にはじまるものである。陳溝『礼記二丁』に

[書は六書を謂い、 計は九数を謂う」 とあるのがその明らかな証拠を提供してい
る。

また 「書は以て計画を観、 数は以て物変を尽くす (書以観心画、 直下尽物変) $\text{」}$

は、 類似の文が斐虚説の『道学六図 $\text{』}$ 第六為学用力之図にもみえ、 「書字胃体、 可

見心画」 [数之法、可尽激変」 と書かれている。 『道学六図 $\mathrm{I}$ は斐相説が自らの

考える性理学の体系を図示したものであり、朱子学を顕彰する著作にほかならな
い。 とすれば、 この部分も朱子学にのっとる自らの執筆意図を明らかにしたものと
のべるべきであろう。
つぎに『主計環録 1 上篇の国語と下篇の数学を合心するという類例をみない小学

教科書の構成も、 きわめて朱子学的である。朱烹は r儀礼経伝通解 $\Delta$ 書数篇を編も

うとして失敗したが、その書数篇の構成は一立中に六書と九数をあわせて論じる形
式を採用しており、企画がうまく実現されていれば、 出来栄えは違っていても、 構

成自体は斐青墨の小学 (国語・数学) 教科書と類似したものになっていたことは疑
いをいれない。

盛相説の小学書を特徴づける易学と皇極経世学の重視も、 これまた朱子学の特徴
の一つである。 このような思弁的、 術数学的な傾向は $\text{、}$

. 張露光『易学図説 $\text{』}$ にもと

つく上篇の六書総括と下篇の計数総括によくあらわれている。 朱子学の研究者のな
かには虫歯哲学の厳格な思弁性のみに注目して、油島にいたって術数学はその影響



$1\partial$

力を急速に失ったと考える者も多いが、 誤解もはなはだしい。術数学 (象数学) が

社会的な影響力をより強くもちはじめるのは、 むしろ朱嘉が『易学啓蒙 $\text{』}$ において

皇極経世学を自らの学問地図のなかに位置づけ、 術数学を高く評価してからのこと
である。朱子学が術数学を排除せず、 必須の学に位置づけたことは、東アジア後世
に正負の影響をおよぼしたが、斐相説の小学教科書『書計環録 $\text{』}$ にも、 その朱子学

的術数学の深い影響を認める必要があるであろう。


